
鳴
釜
神
事
に
お
け
る
「
温
羅
伝
説
」
と
上
田
秋
成
「
吉
備
津
の
釜
」

 

―

〈
鬼
〉
に
な
っ
た
「
温
羅
」
と
「
磯
良
」―

荻
原

桂
子

岡
山
理
科
大
学
教
育
学
部
中
等
教
育
学
科

一
．
は
じ
め
に

吉
備
地
方
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
昔
話
「
桃
太
郎
」
の
ア
イ
コ
ン
で
あ
る
〈
桃
〉
と
〈
鬼
〉
が
、
古
代
吉
備
の
戦
い
の
表
象
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
地
域
研
究
と
し
て

日
本
古
代
史
や
日
本
民
俗
学
の
研
究
方
法
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
岡
山
の
「
桃
太
郎
」
と
関
連
が
深
い
「
温
羅
伝
説
」
の
資
料
を
解
読
す
る
こ
と
で
、
鬼
神
「
温
羅
」
の

正
体
を
解
明
す
る
。
「
鳴
釜
神
事
」
に
お
け
る
「
温
羅
伝
説
」
と
上
田
秋
成
「
吉
備
津
の
釜
」
に
描
き
出
さ
れ
た
〈
鬼
〉
に
な
っ
た
「
温
羅
」
と
「
磯
良
」
を
読
み
解
く
こ

と
で
吉
備
地
方
を
中
心
と
し
た
〈
鬼
〉
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
「
心
の
鬼
」
と
は
、
「
➀
ふ
と
心
に
思
い
当
た
る
良
心
の
呵
責
。
➁
心
の
奥
に
潜
ん
で
い
る
よ
こ
し
ま
な
考

え
。
」（
『
大
辞
泉
』
小
学
館
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
人
の
裡
に
あ
る
良
心
で
あ
る
と
同
時
に
邪
心
を
発
動
す
る
〈
鬼
〉
の
正
体
を
剔
抉
す
る
こ
と
で
、「
鬼
の
棲
む
街
」

と
し
て
伝
説
に
描
か
れ
た
岡
山
を
探
求
す
る
と
と
も
に
、
人
と
鬼
と
の
切
な
い
物
語
に
つ
い
て
論
究
す
る
。 

岡
山
に
は
、
「
温
羅
」
の
居
城
だ
っ
た
「
鬼
ノ
城
」
（
総
社
市
）
や
吉
備
津
彦
命
を
祀
る
吉
備
津
神
社
（
岡
山
市
）
、
「
温
羅
」
の
首
が
埋
ま
る
釜
の
鳴
音
で
吉
凶
を
卜
占

す
る
「
鳴
釜
神
事
」
な
ど
「
温
羅
伝
説
」
を
伝
え
る
文
化
遺
産
が
岡
山
各
地
に
点
在
す
る
。「
桃
太
郎
」
の
ル
ー
ツ
に
は
日
本
国
家
成
立
の
壮
大
な
ロ
マ
ン
が
隠
さ
れ
て
い

る
。
「
温
か
に
羅
な
る
街
」
岡
山
と
し
て
国
内
外
に
向
け
て
「
な
る
か
ま
神
事
」
を
、
文
部
科
学
省
が
薦
め
る
「
地
域
の
教
材
化
」
に
即
し
、
吉
備
文
化
の
歴
史
や
産
業
を

取
り
上
げ
な
が
ら
教
材
化
す
る
こ
と
を
提
起
す
る
。

古
代
吉
備
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
「
温
羅
伝
説
」
に
こ
め
ら
れ
た
〈
鬼
〉
の
表
象
を
解
読
す
る
こ
と
は
、
歴
史
、
文
学
、
民
俗
学
を
渉
猟
し
つ
つ
、
学
際
的
及
び
国
際
的

な
視
点
で
追
究
で
き
る
独
創
的
か
つ
斬
新
的
な
研
究
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
効
果
的
な
地
域
課
題
の
解
決
が
実
現
で
き
る
と
考
え
る
。
ま
た
、「
温
羅
伝
説
」
の
資
料
を
実
地

調
査
と
文
献
調
査
か
ら
双
方
向
的
に
研
究
す
る
こ
と
で
、
若
者
の
地
域
離
れ
と
い
う
課
題
に
も
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
。 

参
考
文
献
と
し
て
『
日
本
書
紀
』
『
風
土
記
』
『
続
日
本
紀
』
を
は
じ
め
、
中
国
の
歴
史
書
『
魏
志
倭
人
伝
』
『
後
漢
書
倭
伝
』
『
宋
書
倭
伝
』
『
隋
書
倭
国
伝
』
に
加
え
、

文
学
関
連
の
『
古
事
記
』
『
万
葉
集
』
『
日
本
霊
異
記
』
を
取
り
上
げ
、
〈
桃
〉
と
〈
鬼
〉
を
日
本
文
化
の
表
象
と
し
て
捉
え
る
。
ま
た
、
人
か
ら
〈
鬼
〉
に
変
化
し
た
「
温

羅
」
の
「
温
羅
伝
説
」
と
「
磯
良
」
の
「
吉
備
津
の
釜
」
を
イ
ン
タ
ー
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
と
い
う
概
念
か
ら
分
析
す
る
。
さ
ら
に
、
〈
鬼
〉
に
な
っ
た
「
温
羅
」
と
「
磯

良
」
を
中
心
に
神
と
〈
鬼
〉
の
関
係
を
解
明
す
る
。
『
日
本
書
紀
』
（
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
一
九
六
七
年
）
の
〈
鬼
〉
表
記
は
、
「
お
に
」
ま
た
は
「
も
の
」
と
訓
読
み

し
て
い
る
。
『
岩
波
古
語
辞
典
』
（
一
九
七
四
年
）
に
は
、
「
オ
ニ
と
い
う
こ
と
ば
が
文
献
に
現
れ
る
の
は
平
安
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
、
奈
良
時
代
の
万
葉
集
で
は
『
鬼
』

の
字
を
モ
ノ
と
読
ま
せ
て
い
る
」
１

と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
折
口
信
夫
は
、
「
た
ま
に
善
悪
の
二
方
面
が
あ
る
と
考
へ
る
よ
う
に
な
つ
て
、
人
間
か
ら
見
て
の
善
い
部

分
が
『
神
』
に
な
り
、
邪
悪
の
方
面
が
『
も
の
』
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
様
に
な
つ
た
」
（
傍
線
は
原
文
）
と
述
べ
て
い
る

２

。 

（
二
〇
二
二
年
十
月
三
一
日
受
付
、
二
〇
二
二
年
十
二
月
五
日
受
理
）
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二
． 

鳴
釜
神
事
に
お
け
る
「
温
羅
伝
説
」 

吉
備
津
彦
命
を
御
祭
神
と
す
る
吉
備
津
神
社
の
「
温
羅
伝
説
」
は
、
こ
の
地
に
伝
わ
る
神
話
で
「
桃
太
郎
」
の
原
型
に
な
っ
て
い
る
。
吉
備
津
神
社
に
は
「
矢
立
神
事
」

や
吉
備
津
彦
命
の
凱
旋
を
祝
っ
た
と
い
わ
れ
る
「
七
十
五
膳
据
神
事
」
な
ど
が
祭
事
と
し
て
今
に
伝
わ
っ
て
い
る

３

。 
 

当
社
は
大
吉
備
津
彦
命
を
主
神
と
し
、
そ
の
異
母
弟
の
若
日
子
建
吉
備
津
日
子
命
と
、
そ
の
子
吉
備
武
彦
命(

キ
ビ
タ
ケ
ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト)

等
、
一
族
の
神
々
を
合

わ
せ
祀
っ
て
お
り
ま
す
。
大
吉
備
津
彦
命
は
第
七
代
孝
霊
天
皇
の
皇
子
に
あ
た
ら
れ
、
も
と
の
お
名
前
を
五
十
狭
芹
彦
命(

イ
サ
セ
リ
ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト)

と
申
し
上
げ
、

武
勇
の
誉
れ
高
い
お
方
で
あ
ら
れ
ま
す
。 

一
説
に
よ
り
ま
す
と
、
第
十
代
崇
神
天
皇
の
御
代
、
災
害
も
な
く
な
り
天
下
も
よ
う
や
く
治
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
方
に
は
未
だ
朝

廷
に
従
わ
な
い
者
が
多
数
お
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
天
皇
即
位
十
年
に
皇
族
の
中
か
ら
四
人
の
将
軍
を
選
び
、
印
綬
を
授
け
各
地
方
に
派
遣
し
討
伐
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
す
な
は
ち
、
北
陸
道
に
は
大
彦
命(

オ
オ
ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト)

、
東
海
道
に
は
武
渟
別
命(

タ
ケ
ヌ
ナ
ワ
ケ
ノ
ミ
コ
ト)

、
丹
波
に
は
丹
波
道
主
命(

タ
ニ
ハ
ノ
ミ

チ
ヌ
シ
ノ
ミ
コ
ト)
、
そ
し
て
西
道(

後
の
山
陽
道)

に
は
大
吉
備
津
彦
命
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
吉
備
津
彦
命
と
異
母
弟
若
日
子
建
吉
備
津
彦
命
は
兵

を
率
い
て
山
陽
道
を
進
軍
し
、
ま
ず
播
磨
国
に
達
し
て
こ
こ
を｢

吉
備
の
道
口｣

と
定
め
ら
れ
加
古
川
の
畔
で
神
祭
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

  

な
か
で
も
「
鳴
釜
神
事
」
は
有
名
で
、
同
じ
く
吉
備
津
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
し
い
説
明
が
あ
る

４

。 
 

当
社
に
は
鳴
釜
神
事
と
い
う
特
殊
神
事
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
神
事
は
吉
備
津
彦
命
に
祈
願
し
た
こ
と
が
叶
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
釜
の
鳴
る
音
で
占
う
神
事
で
す
。

多
聞
院
日
記
に
み
ら
れ
る
の
が
文
献
的
に
は
一
番
古
い
と
さ
れ
、
永
禄
十
一
年(

１
５
６
８)

五
月
十
六
日
に｢

備
中
の
吉
備
津
宮
に
鳴
釜
あ
り
、
神
楽
料
廿
疋
を
納
め

て
奏
す
れ
ば
釜
が
鳴
り
、
志
が
叶
う
ほ
ど
高
く
鳴
る
と
い
う
、
稀
代
の
こ
と
で
天
下
無
比
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
少
な
く
と
も
室
町
時

代
末
期
に
は
都
の
人
々
に
も
聞
こ
え
る
ほ
ど
有
名
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
上
田
秋
成
の
雨
月
物
語
の
な
か
に
も
『
吉
備
津
の
釜
』
と
し
て
一
遍
の
怪

異
小
説
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
有
名
で
す
。 

 

「
鳴
釜
神
事
」
の
起
源
で
あ
る
「
温
羅
伝
説
」
に
つ
い
て
も
詳
し
い
説
明
が
同
ペ
ー
ジ
に
続
く
。 

 

こ
の
神
事
の
起
源
は
ご
祭
神
の
温
羅
退
治
の
お
話
に
由
来
し
ま
す
。
命
は
捕
ら
え
た
温
羅
の
首
を
は
ね
て
曝
し
ま
し
た
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
温
羅
は
大
声
を
あ

げ
唸
り
響
い
て
止
む
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
困
っ
た
命
は
家
来
に
命
じ
て
犬
に
喰
わ
せ
て
髑
髏
に
し
て
も
唸
り
声
は
止
ま
ず
、
つ
い
に
は
当
社
の
御

竈
殿
の
釜
の
下
に
埋
め
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
唸
り
声
は
止
む
こ
と
な
く
近
郊
の
村
々
に
鳴
り
響
き
ま
し
た
。 

命
は
困
り
果
て
て
い
た
時
、
夢
枕
に
温
羅
の
霊
が
現
れ
て
、 

『
吾
が
妻
、
阿
曽
郷
の
祝
の
娘
阿
曽
媛
を
し
て
ミ
コ
ト
の
竈
殿
の
御
饌
を
炊
が
め
よ
。
も
し
世
の
中
に
事
あ
れ
ば
竃
の
前
に
参
り
給
は
ば
幸
有
れ
ば
裕
に
鳴
り
禍
有

れ
ば
荒
ら
か
に
鳴
ろ
う
。
ミ
コ
ト
は
世
を
捨
て
て
後
は
霊
神
と
現
れ
給
え
。
わ
れ
は
一
の
使
者
と
な
っ
て
四
民
に
賞
罰
を
加
え
ん
』 

と
お
告
げ
に
な
り
ま
し
た
。
命
は
そ
の
お
告
げ
の
通
り
に
す
る
と
、
唸
り
声
も
治
ま
り
平
和
が
訪
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
鳴
釜
神
事
の
起
源
で
あ
り
、
現
在
も
随
時
ご

奉
仕
し
て
お
り
ま
す
。 

 

「
温
羅
」
の
愛
し
た
「
阿
曽
女
」
に
つ
い
て
も
、
行
事
の
方
法
と
と
も
に
同
ペ
ー
ジ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 
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御
竈
殿
に
て
こ
の
神
事
に
仕
え
て
い
る
お
婆
さ
ん
を
阿
曽
女(

あ
ぞ
め)

と
い
い
、
温
羅
が
寵
愛
し
た
女
性
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
〝
鬼
の
城
〟
の
麓
に
阿
曽
の
郷

が
あ
り
、
代
々
こ
の
阿
曽
の
郷
の
娘
が
ご
奉
仕
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
こ
の
阿
曽
の
郷
は
昔
よ
り
鋳
物
の
盛
ん
な
村
で
あ
り
、
御
竈
殿
に
据
え
て
あ
る
大
き
な
釜
が

壊
れ
た
り
古
く
な
る
と
交
換
し
ま
す
が
、
そ
れ
に
奉
仕
す
る
の
は
こ
の
阿
曽
の
郷
の
鋳
物
師
の
役
目
で
あ
り
特
権
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
神
事
は
神
官
と
阿
曽
女
と
二
人
に
て
奉
仕
し
て
い
ま
す
。
阿
曽
女
が
釜
に
水
を
は
り
湯
を
沸
か
し
釜
の
上
に
は
セ
イ
ロ
が
の
せ
て
あ
り
、
常
に
そ
の
セ
イ
ロ

か
ら
は
湯
気
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
神
事
の
奉
仕
に
な
る
と
祈
願
し
た
神
札
を
竈
の
前
に
祀
り
、
阿
曽
女
は
神
官
と
竈
を
挟
ん
で
向
か
い
合
っ
て
座
り
、
神
官
が
祝

詞
を
奏
上
す
る
こ
ろ
、
セ
イ
ロ
の
中
で
器
に
い
れ
た
玄
米
を
振
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
鬼
の
唸
る
よ
う
な
音
が
鳴
り
響
き
、
祝
詞
奏
上
し
終
わ
る
こ
ろ
に
は
音
が
止

み
ま
す
。
こ
の
釜
か
ら
で
る
音
の
大
小
長
短
に
よ
り
吉
凶
禍
福
を
判
断
し
ま
す
が
、
そ
の
お
答
え
に
つ
い
て
は
奉
仕
し
た
神
官
も
阿
曽
女
も
何
も
言
い
ま
せ
ん
。
ご

自
分
の
心
で
そ
の
音
を
感
じ
判
断
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 「
温
羅
」
の
「
阿
曽
女
」
へ
の
想
い
が
「
鳴
釜
神
事
」
を
支
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
吉
備
津
神
社
に
は
御
釜
殿
が
あ
り
、
古
く
は
鋳
物
師
の
村
で
あ
る
阿
曽
郷
（
現

在
の
岡
山
県
総
社
市
阿
曽
地
域
）
か
ら
阿
曽
女
、
伝
承
で
は
「
阿
曽
の
祝
の
娘
」
を
呼
ん
で
、
神
職
と
共
に
神
事
を
執
り
行
っ
た
。
現
在
も
神
職
と
共
に
女
性
が
奉
祀
し

て
お
り
、
そ
の
女
性
を
阿
曽
女
と
呼
ん
で
い
る
。
ま
ず
、
釜
で
水
を
沸
か
し
、
神
職
が
祝
詞
を
奏
上
、
阿
曽
女
が
米
を
釜
の
蒸
籠
の
上
に
入
れ
、
混
ぜ
る
と
う
な
る
様
な

音
が
す
る
。
こ
の
音
は
「
お
ど
う
じ
」
と
呼
ば
れ
、
神
職
が
祝
詞
を
読
み
終
え
る
頃
に
は
音
は
し
な
く
な
る
。「
温
羅
」
の
首
は
死
ん
で
も
う
な
り
声
を
あ
げ
続
け
、
犬
に

食
わ
せ
て
骸
骨
に
し
て
も
う
な
り
続
け
、
御
釜
殿
の
下
に
埋
葬
し
て
も
う
な
り
続
け
た
。
こ
れ
に
困
っ
た
吉
備
津
彦
命
に
、
あ
る
日
温
羅
が
夢
に
現
れ
、
温
羅
の
妻
で
あ

る
阿
曽
郷
の
祝
の
娘
で
あ
る
阿
曽
媛
に
神
饌
を
炊
か
し
め
れ
ば
、
温
羅
自
身
が
吉
備
津
彦
命
の
使
い
と
な
っ
て
、
吉
凶
を
告
げ
よ
う
と
答
え
、
神
事
が
始
ま
っ
た
と
い
う

の
で
あ
る
。
こ
の
神
事
の
は
じ
ま
り
は
「
温
羅
」
の
「
阿
曽
女
」
へ
の
一
途
な
愛
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

古
代
吉
備
の
遺
産
を
文
献
及
び
実
地
調
査
か
ら
掘
り
起
こ
し
、
「
温
羅
」
の
居
城
だ
っ
た
「
鬼
ノ
城
」
や
吉
備
津
彦
命
を
祀
る
吉
備
津
神
社
、
「
温
羅
」
の
首
が
埋
ま
る

釜
の
鳴
音
で
吉
凶
を
卜
占
す
る
「
鳴
釜
神
事
」
な
ど
、
「
温
羅
伝
説
」
を
伝
え
る
文
化
遺
産
を
調
査
す
る
こ
と
で
「
人
と
鬼
」
と
の
関
係
が
解
明
で
き
る
。 

朝
鮮
半
島
に
、
「
鬼
ノ
城
」
と
よ
く
似
た
石
垣
の
城
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
鬼
ノ
城
」
は
朝
鮮
の
山
城
な
の
か
、
北
九
州
や
中
国
四
国
地
方
に
見
ら
れ
る
「
神
籠
石
」
と

呼
ば
れ
る
山
城
な
の
か
、
長
い
間
論
争
さ
れ
た
が
、
現
在
で
は
朝
鮮
半
島
式
の
山
城
説
が
有
力
で
あ
る
。 

美
作
国
一
の
宮
で
あ
る
「
中
山
神
社
」
は
、
平
安
時
代
末
期
に
書
か
れ
た
『
梁
塵
秘
抄
』
に
よ
れ
ば
、
「
安
芸
の
厳
島
」
と
「
備
中
の
吉
備
津
神
社
」
と
と
も
に
「
関
西

の
大
社
」
と
肩
を
並
べ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
吉
備
地
方
に
は
、「
楯
築
遺
跡
」
や
「
造
山
古
墳
」
、「
作
山
古
墳
」
な
ど
畿
内
に
匹
敵
す
る
大
規
模
な
遺
跡
が
散
在
し

て
い
る
。
祭
事
に
使
わ
れ
た
土
器
や
埴
輪
の
原
型
か
ら
大
規
模
な
墳
墓
が
想
定
さ
れ
、
ヤ
マ
ト
中
央
政
権
に
対
し
て
脅
威
と
な
る
勢
力
と
文
化
が
古
代
吉
備
に
存
在
し
て

い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る

５

。
「
温
羅
伝
説
」
は
「
温
羅
」
と
吉
備
津
彦
命
の
戦
い
は
古
代
吉
備
と
ヤ
マ
ト
中
央
政
権
と
の
対
立
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
象
し
て
い
る
。 

 

三
．
上
田
秋
成
「
吉
備
津
の
釜
」 

「
鳴
釜
神
事
」
と
は
、
釜
の
上
に
蒸
篭
を
置
い
て
そ
の
中
に
お
米
を
入
れ
、
釜
を
焚
い
た
時
に
鳴
る
音
の
強
弱
・
長
短
等
で
吉
凶
を
占
う
神
事
で
あ
る
。
ま
た
、
初
期
古 

墳
上
に
見
ら
れ
、
埴
輪
の
起
源
と
さ
れ
る
特
殊
器
台
形
土
器
は
、
こ
の
御
釜
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
と
の
説
も
あ
る
。「
鳴
釜
神
事
」
を
題
材
に
し
た
「
吉
備
津
の
釜
」
は 

上
田
秋
成
の
『
雨
月
物
語
』
巻
之
三
に
収
録
さ
れ
て
い
る
江
戸
時
代
後
期
の
読
本
で
あ
る
。 

『
雨
月
物
語
』「
序
」
は
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
に
書
か
れ
、
全
五
巻
が
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
。
日
本
と
中
国
の
古
典
か
ら
脱
化
し
た
怪
異
小
説
九

編
か
ら
な
る
。
内
容
は
中
国
の
白
話
小
説
の
翻
案
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
当
時
の
古
典
を
踏
ま
え
つ
つ
和
文
調
を
交
え
た
流
麗
な
文
体
で
書
か
れ
、
著
者
の
思
想

が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
「
吉
備
津
の
釜
」
冒
頭
の
妬
婦
論
は
、
『
五
雑
俎
』
６ 

巻
八
に
よ
る
。
各
篇
の
並
び
は
「
白
峰
」
（
巻
之
一
）
、
「
菊
花
の
約
」
（
巻
之
一
）
、
「
浅
茅
が

宿
」
（
巻
之
二
）
、
「
夢
応
の
鯉
魚
」
（
巻
之
二
）
、
「
仏
法
僧
」
（
巻
之
三
）
、
「
吉
備
津
の
釜
」
（
巻
之
三
）
、
「
蛇
性
の
婬
」
（
巻
之
四
）
、
「
青
頭
巾
」
（
巻
之
五
）
、
「
貧
福
論
」

（
巻
之
五
）
で
あ
る
が
、
高
田
衛
は
「
各
編
の
執
筆
の
動
機
に
も
重
な
る
よ
う
な
連
関
が
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る

７ 

。
九
編
の
奇
談
が
、
生
者
と
死
者
の
間
を
、
雨
と

月
を
背
景
に
交
錯
す
る
さ
ま
が
、
鬼
気
迫
る
怪
異
の
な
か
で
語
ら
れ
る
。 

3
鳴釜神事における「温羅伝説」と上田秋成「吉備津の釜」 

―〈鬼〉になった「温羅」と「磯良」―

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%8B%B3%E7%89%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B2%A1%E5%B1%B1%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B7%8F%E7%A4%BE%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E8%81%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9D%E8%A9%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%92%B8%E7%B1%A0


上
田
秋
成
は
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
に
処
女
作
で
あ
る
『
諸
道
聴
耳
世
間
猿
』
を
、
明
和
四
年
に
浮
世
草
子
の
『
世
間
妾
形
気
』
を
書
い
た
。
『
雨
月
物
語
』
の

「
序
」
に
は
「
明
和
戊
子
晩
春
」
と
あ
り
、
明
和
五
年
晩
春
に
『
雨
月
物
語
』
の
執
筆
が
終
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
実
際
に
は
『
雨
月
物
語
』
が
刊
行
さ
れ

た
の
は
、
そ
の
八
年
後
の
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

「
吉
備
津
の
釜
」
の
あ
ら
す
じ
は
、
吉
備
国
賀
夜
郡
庭
妹
（
現
在
の
岡
山
市
北
区
庭
瀬
）
に
井
沢
正
太
夫
と
い
う
男
が
い
た
。
息
子
の
正
太
郎
と
い
う
の
は
女
癖
の
悪
い 

男
で
、
嫁
を
迎
え
て
身
持
ち
を
固
め
さ
せ
よ
う
と
、
吉
備
津
神
社
の
神
主
で
あ
る
香
央
造
酒
の
娘
「
磯
良
」
と
縁
組
が
ま
と
め
ら
れ
、「
御
釜
祓
い
」
を
し
た
と
こ
ろ
全
く

な
ん
の
音
も
で
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
婚
姻
は
凶
と
判
断
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
を
香
央
が
自
分
の
妻
に
伝
え
る
と
、
こ
の
様
な
不
吉
な
こ
と
を
公
表
す
れ
ば
ど
う
な
る
か

わ
か
ら
な
い
と
、
そ
の
ま
ま
縁
組
は
進
め
ら
れ
た
。
「
磯
良
」
は
大
変
で
き
た
女
で
、
家
に
良
く
仕
え
、
非
の
打
ち
所
が
な
か
っ
た
。
正
太
郎
も
初
め
は
「
磯
良
」
の
こ
と

を
よ
く
思
っ
て
い
た
が
、
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
外
に
袖
と
い
う
遊
女
の
愛
人
を
つ
く
り
、
家
に
帰
ら
な
く
な
っ
た
。
井
沢
の
父
は
、
正
太
郎
を
一
室
に
閉
じ
込
め
た
た
め

「
磯
良
」
は
袖
の
世
話
も
し
た
が
、
正
太
郎
は
「
磯
良
」
を
騙
し
、
金
を
奪
っ
て
袖
と
駆
け
落
ち
し
て
し
ま
っ
た
。「
磯
良
」
は
こ
の
あ
ま
り
の
仕
打
ち
に
病
気
で
寝
込
む

よ
う
に
な
り
、
日
に
日
に
衰
え
て
い
っ
た
。
一
方
、
正
太
郎
は
袖
の
親
戚
の
彦
六
の
厄
介
と
な
り
、
彦
六
の
隣
の
家
で
袖
と
仲
睦
ま
じ
く
生
活
し
て
い
た
が
、
袖
は
物
の

怪
に
で
も
憑
か
れ
た
よ
う
に
衰
弱
し
、
看
病
の
甲
斐
な
く
七
日
後
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
正
太
郎
は
悲
し
み
つ
つ
も
菩
提
を
弔
っ
た
。
墓
参
り
を
す
る
生
活
が
続
い
た
あ
る

日
、
い
つ
も
の
よ
う
に
墓
に
い
く
と
女
が
い
て
事
情
を
聞
く
と
、
仕
え
る
家
の
主
人
が
死
ん
で
、
伏
せ
て
し
ま
っ
た
奥
方
の
代
り
に
墓
参
り
を
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

美
人
で
あ
る
と
い
う
奥
方
に
興
味
を
持
っ
た
正
太
郎
は
、
奥
方
と
悲
し
み
を
分
か
ち
合
お
う
と
女
の
家
を
訪
問
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
小
さ
な
茅
葺
の
家
の
な
か
、
屏
風

の
向
う
に
奥
方
は
い
た
。
正
太
郎
が
お
悔
や
み
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
、
屏
風
か
ら
現
れ
た
の
は
ま
さ
し
く
「
磯
良
」
だ
っ
た
。
血
の
気
の
な
い
そ
の
姿
も
恐
ろ
し
く
、

正
太
郎
は
気
絶
し
て
し
ま
っ
た
。
気
づ
く
と
そ
こ
は
三
昧
堂
だ
っ
た
の
で
、
慌
て
て
家
に
帰
っ
て
彦
六
に
話
す
と
、
陰
陽
師
を
紹
介
さ
れ
た
。
陰
陽
師
は
正
太
郎
の
体
中

に
古
代
漢
字
の
よ
う
な
も
の
を
書
い
て
、
今
か
ら
四
二
日
間
物
忌
み
を
し
、
死
に
た
く
な
け
れ
ば
必
ず
一
歩
も
外
に
出
て
は
行
け
な
い
と
い
っ
た
。
そ
の
夜
、
い
わ
れ
た

通
り
物
忌
み
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
女
の
声
が
し
て
、「
あ
な
に
く
や
。
こ
ゝ
に
た
ふ
と
き
符
文
を
設
つ
る
よ
」
と
い
っ
た
。
そ
し
て
続
く
声
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
、

や
っ
と
四
二
日
目
を
迎
え
た
。
や
が
て
夜
が
明
け
た
の
を
見
、
彦
六
は
正
太
を
壁
越
し
に
呼
び
寄
せ
る
と
、「
あ
な
や
」
と
正
太
郎
の
叫
び
声
が
す
る
。
慌
て
て
外
に
出
て

み
る
と
、
外
は
ま
だ
真
っ
暗
で
、
正
太
郎
の
家
の
壁
に
大
き
な
血
の
あ
と
が
流
れ
て
お
り
、
軒
に
髻
が
か
か
っ
て
い
る
の
み
で
、
正
太
郎
の
行
方
は
分
ら
ず
じ
ま
い
だ
っ

た
。
こ
の
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
と
井
沢
も
香
央
も
悲
し
ん
だ
。
「
鳴
釜
神
事
」
の
御
祓
い
は
正
し
い
結
果
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

「
妬
婦
の
養
ひ
が
た
き
も
、
老
い
て
の
後
其
の
功
を
知
る
」
と
。
咨
こ
れ
何
人
の
語
ぞ
や
。
害
ひ
の
甚
し
か
ら
ぬ
も
商
工
を
妨
げ
物
を
破
り
て
、
垣
の
隣
の
口
を
ふ

せ
ぎ
が
た
く
、
害
ひ
の
大
な
る
に
お
よ
び
て
は
、
家
を
失
ひ
國
を
ほ
ろ
ぼ
し
て
、
天
が
下
に
笑
を
傳
ふ
。
い
に
し
へ
よ
り
此
の
毒
に
あ
た
る
人
幾
許
と
い
ふ
事
を
し

ら
ず
。
死
し
て
蟒
と
な
り
。
或
は
霹
靂
を
震
ふ
て
怨
を
報
ふ
類
は
、
其
の
肉
を
醢
に
す
る
と
も
飽
く
べ
か
ら
ず
。
さ
る
た
め
し
は
希
な
り
。
夫
の
お
の
れ
を
よ
く
脩

め
て
教
へ
な
ば
、
此
の
患
お
の
づ
か
ら
避
く
べ
き
も
の
を
、
只
か
り
そ
め
な
る
徒
こ
と
に
、
女
の
慳
し
き
性
を
募
ら
し
め
て
、
其
の
身
の
憂
を
も
と
む
る
に
ぞ
あ
り

け
る
。
禽
を
制
す
る
は
氣
に
あ
り
。
婦
を
制
す
る
は
其
の
夫
の
雄
々
し
き
に
あ
り
と
い
ふ
は
、
現
に
さ
る
こ
と
ぞ
か
し
。 

  

上
田
秋
成
は
、
「
吉
備
津
の
釜
」
の
冒
頭
で
、
『
五
雑
俎
』
巻
八
の
儒
教
的
家
父
長
制
の
見
地
か
ら
「
妬
婦
」
す
な
わ
嫉
妬
深
い
女
を
諫
め
、
男
の
ち
ょ
っ
と
し
た
浮
気

に
よ
っ
て
、「
女
の
慳
し
き
性
」
す
な
わ
ち
女
の
本
性
が
発
火
す
る
と
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
が
起
こ
る
と
警
告
す
る
。
聖
女
「
磯
良
」
の
本
性
は
、
正
太
郎
の
裏
切
り
に

よ
っ
て
物
凄
い
鬼
女
へ
と
変
化
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。「
女
の
慳
し
き
性
」
は
、
凄
ま
じ
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
作
品
結
末
に
描
か
れ
る
。
鬼
女
と
な
っ
た
「
磯
良
」

は
吉
備
津
神
社
神
主
の
娘
と
し
て
聖
域
で
成
長
し
、
人
を
疑
う
こ
と
を
知
ら
な
い
。
正
太
郎
の
酷
い
裏
切
り
に
心
が
壊
れ
て
し
ま
っ
た
「
磯
良
」
は
、
生
霊
と
な
り
死
後

は
怨
霊
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
上
田
秋
成
は
「
磯
良
」
を
聖
女
か
ら
鬼
女
へ
と
変
化
さ
せ
、
凄
惨
な
場
面
を
描
き
出
す
。 

  

い
か
に
な
り
つ
る
や
と
、
あ
る
ひ
は
異
し
み
、
或
は
恐
る
恐
る
、
と
も
し
火
を
挑
げ
て
こ
ゝ
か
し
こ
を
見
め
ぐ
る
に
、
明
け
た
る
戸
腋
の
壁
に
腥
々
し
き
血
潅
ぎ
流 

れ
て
地
に
つ
た
ふ
。
さ
れ
ど
屍
も
骨
も
見
え
ず
、
月
あ
か
り
に
見
れ
ば
、
軒
の
端
に
も
の
あ
り
。
と
も
し
火
を
捧
げ
て
照
ら
し
見
る
に
、
男
の
髪
の
髻
ば
か
り
か
ゝ 
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り
て
、
外
に
は
露
ば
か
り
の
も
の
も
な
し
。
淺
ま
し
く
も
お
そ
ろ
し
さ
は
筆
に
つ
く
す
べ
う
も
あ
ら
ず
な
ん
。
夜
も
明
け
て
ち
か
き
野
山
を
探
し
も
と
む
れ
ど
も
、

つ
ひ
に
其
跡
さ
へ
な
く
て
や
み
ぬ
。 

  
正
太
郎
の
死
体
は
骨
さ
え
見
あ
た
ら
ず
、
「
男
の
髪
の
髻
」
だ
け
が
軒
の
下
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
た
と
い
う
場
面
は
、
『
雨
月
物
語
』
の
九
編
中
で
も
、
出
色
の
怪
異
譚

と
な
り
、
恐
怖
の
極
点
を
描
き
出
し
て
い
る
。
高
田
衛
は
「
正
太
郎
を
と
り
つ
く
し
た
鬼
に
は
、
単
な
る
磯
良
死
霊
と
い
う
よ
り
、
も
っ
と
不
可
知
的
な
「

鬼も

の

」
的
世
界

が
重
層
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
」
と
指
摘
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

８

。 
 

「
磯
良
」
と
い
う
命
名
に
、
不
可
知
奇
怪
な
古
代
神
話
的
な
心
像
が
復
活
す
る
で
あ
ろ
う
。（
中
略
）
磯
良
は
吉
備
津
の
神
の
タ
ブ
ー
を
破
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら

祟
り
を
招
い
た
わ
け
だ
が
、
自
ら
の
死
霊
化
を
媒
体
に
し
て
、
そ
の
「
祟
り
」
そ
の
も
の
に
化
身
し
、
妬
神
と
な
っ
て
正
太
郎
を
と
り
殺
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

安
曇
氏
の
祖
神
で
あ
る
海
神
で
「
安
曇
磯
良
」
に
も
通
じ
る
「
磯
良
」
は
「
古
代
神
話
的
な
心
像
」
で
い
え
ば
、
聖
女
と
し
て
あ
る
べ
き
自
分
と
人
間
と
し
て
の
「
妬

心
」
に
引
き
裂
か
れ
る
の
で
あ
る
。
村
瀬
木
綿
子
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
吉
備
津
神
社
と
い
う
地
主
神
の
祀
ら
れ
て
い
る
伝
承
の
地
を
舞
台
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
祭
神
と
も
重
な
る
主
人
公
磯
良
が
霊
力
を
発
揮
さ
せ
て
い
く
話
と
な
っ
て
い
る
」
９

と
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
磯
良
」
は
、「
鳴
釜
神
事
」
の
鬼
神
「
温
羅
」
の
霊

力
を
味
方
に
し
た
の
で
あ
る
。
鳴
釜
神
事
の
吉
凶
を
疎
か
に
し
た
の
は
母
で
あ
っ
て
、「
磯
良
」
が
積
極
的
に
神
意
に
背
い
た
の
で
は
な
い
。
陰
陽
師
に
「
鬼
」
と
名
指
し

さ
れ
た
「
磯
良
」
は
「
温
羅
」
の
霊
力
で
正
太
郎
を
と
り
殺
し
た
の
で
あ
る
。
〈
鬼
〉
に
な
っ
た
「
温
羅
」
と
「
磯
良
」
は
、
同
根
の
「

鬼も

の

」
の
表
象
な
の
で
あ
る
。 

 
 四

．
お
わ
り
に 

後
白
河
法
皇
の
命
で
編
ま
れ
た
『
梁
塵
秘
抄
』
に
「
一
品
聖
霊
吉
備
津
宮
、
新
宮
本
宮
内
の
宮
、
隼
人
崎
、
北
や
南
の
神
客
人
、
艮
御
崎
は
恐
ろ
し
や
」
と
詠
ま
れ
て

い
る
「
艮
御
崎
」
と
は
「
温
羅
」
の
魂
で
あ
る
。
御
崎
と
は
御
前
神
す
な
わ
ち
お
使
い
の
神
を
意
味
す
る
。「
温
羅
」
は
、
吉
備
津
彦
命
の
従
者
と
な
り
、
吉
備
の
治
世
を

護
る
鬼
神
と
な
っ
た
。
愛
妻
で
あ
る
阿
曽
媛
に
自
分
が
眠
る
お
釜
殿
の
火
を
炊
か
せ
る
と
い
う
「
温
羅
」
の
願
い
は
切
な
い
。〈
鬼
〉
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
「
温
羅
」

は
英
雄
で
あ
る
吉
備
津
彦
命
よ
り
吉
備
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。
吉
備
津
神
社
の
「
鳴
釜
神
事
」
は
、
怨
霊
を
鎮
魂
す
る
神
聖
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
。 

若
井
正
一
は
「
吉
備
津
神
社
の
神
事
は
、
と
い
う
よ
り
吉
備
津
神
社
と
い
う
存
在
は
、
吉
備
の
安
寧
に
か
け
た
ミ
コ
ト
と
そ
の
後
継
者
と
の
祈
り
の
体
現
な
の
だ
」
１
０

と
指
摘
し
て
い
る
。
鬼
神
「
温
羅
」
の
壮
絶
な
唸
り
は
、
吉
備
の
人
々
を
恐
怖
に
包
ん
だ
に
違
い
な
い
。
近
衛
典
子
は
「
凶
と
出
た
結
婚
を
強
行
し
た
た
め
に
起
こ
っ
た

悲
劇
、
と
い
う
テ
ー
マ
は
明
確
で
、
こ
の
作
品
の
結
構
を
支
え
て
い
る
の
が
吉
備
津
神
社
の
霊
験
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い
。
」
と
述
べ
た
う
え
で
「
こ
の
読
本
は

当
時
、
中
国
白
話
小
説
を
換
骨
奪
胎
し
た
最
新
の
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
っ
た
。
」
と
指
摘
し
て
い
る

１
１

。
鳴
釜
神
事
に
お
け
る
「
温
羅
伝
説
」
を
上
田
秋
成
は
「
吉
備
津
の
釜
」

と
し
て
近
世
に
蘇
え
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
人
の
心
に
「
良
心
の
呵
責
」
を
呼
び
覚
ま
す
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。 

「
温
羅
」
の
霊
力
は
、
「
磯
良
」
の
霊
験
と
な
っ
て
表
象
さ
れ
た
。
〈
鬼
〉
と
な
る
こ
と
で
初
め
て
「
磯
良
」
は
聖
女
で
は
な
く
一
人
の
人
間
と
し
て
自
分
の
感
情
を
表
出 

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
理
性
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
っ
た
心
は
、
生
き
霊
と
な
り
怨
霊
と
な
っ
て
祟
る
神
と
な
る
。
人
が
祟
る
神
と
し
て
〈
鬼
〉
と
な
ら
ざ
る
を 

得
な
い
「
温
羅
伝
説
」
と
「
吉
備
津
の
釜
」
は
、
人
が
自
分
自
身
の
心
を
制
御
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
に
た
ど
る
悲
劇
を
描
き
出
し
て
い
る
。 

複
雑
な
現
実
を
読
む
う
え
で
イ
ン
タ
ー
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
と
い
う
有
効
な
概
念
が
あ
る
。
下
地
ロ
ー
レ
ン
ス
吉
孝
の
「
特
定
の
人
々
の
欲
望
を
封
じ
て
従
属
を
強
い
、

力
を
も
つ
者
の
便
宜
に
殉
じ
る
こ
と
を
方
向
づ
け
る
権
力
が
、
こ
の
社
会
に
は
、
い
か
に
重
層
的
か
つ
多
方
向
的
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
分
析
」
１
２

は
、
古

代
か
ら
現
代
ま
で
の
日
本
文
化
や
日
本
人
の
精
神
構
造
を
解
き
明
か
す
の
に
重
要
で
あ
る
。
多
文
化
共
生
や
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
叫
ば
れ
る
多
様
化
す
る
現
代
社

会
に
お
い
て
、
勧
善
懲
悪
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
が
社
会
の
混
乱
と
腐
敗
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
命
を
蔑
ろ
に
す
る
科
学
が
蔓
延
る
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
他

者
へ
の
想
像
力
や
他
者
の
生
命
に
対
す
る
関
心
が
希
薄
に
な
る
な
か
、
交
差
性
に
対
応
で
き
る
能
力
の
可
能
性
は
〈
鬼
〉
の
研
究
か
ら
生
ま
れ
る
と
考
え
て
い
る
。 

5
鳴釜神事における「温羅伝説」と上田秋成「吉備津の釜」 

―〈鬼〉になった「温羅」と「磯良」―

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BE%8C%E7%99%BD%E6%B2%B3%E5%A4%A9%E7%9A%87
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A2%81%E5%A1%B5%E7%A7%98%E6%8A%84


 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

付
記
：
本
研
究
は
、
令
和
４
年
度
ウ
エ
ス
コ
学
術
振
興
団
研
究
活
動
費
助
成
事
業
の
助
成
を
受
け
た
研
究
の
一
部
で
あ
る
。 

  
注 １  

大
野
晋
・
佐
竹
昭
広
・
前
田
金
五
郎
『
岩
波
古
語
辞
典
』
岩
波
書
店
（
一
九
七
四
年
）
二
二
八
頁
。 

２ 
 

折
口
信
夫
「
靈
魂
の
話
」
『
折
口
信
夫
全
集 

第
三
巻
』
中
央
公
論
社
（
一
九
五
五
年
）
二
六
一
頁
。 

３ 

「
縁
起
」
吉
備
津
神
社

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
k
i
b
i
t
u
j
i
n
j
a
.
c
o
m
/
a
b
o
u
t
/
n
a
r
u
k
a
m
a
.
p
h
p
 

二
〇
二
二
年
一
〇
月
二
八
日
。 

４ 

「
鳴
釜
神
事
」
吉
備
津
神
社
同
掲
。 

５ 
 

関
裕
二
は
、
「
ヤ
マ
ト
建
国
の
中
心
的
存
在
が
吉
備
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
古
代
吉
備
の
活
躍
に
つ
い
て
論
究
し
て
い
る
。
関
裕
二
『
古
代
史
で
読
み
解
く 

桃
太
郎
伝
説
の

謎
』
祥
伝
社
黄
金
文
庫
（
二
〇
一
四
年
）
七
一
頁
。 

６ 

『
五
雑
俎
』
明
の
長
楽
出
身
の
謝
肇
淛
が
撰
し
た
随
筆
で
、
全
一
六
巻
で
あ
る
。 

７ 
 

高
田
衛
「
解
説
」
『
雨
月
物
語
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
（
一
九
九
七
年
）
四
六
六
頁 

８ 
 

高
田
衛
「
吉
備
津
の
釜
」
【
評
】
『
雨
月
物
語
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
（
一
九
九
七
年
）
二
七
九
頁
。 

９ 
 

村
瀬
木
綿
子
「
「
吉
備
津
の
釜
」
論―
古
代
的
神
性
を
め
ぐ
っ
て―

」
鹿
児
島
国
際
大
学
『
国
際
文
化
学
部
論
集
』
一
八
巻
四
号
（
二
〇
一
八
年
）
三
九
〇
頁
。 

１
０ 

 

若
井
正
一
『
邪
馬
台
国
吉
備
説
か
ら
み
た
初
期
大
和
政
権 

物
部
氏
と
卑
弥
呼
と
皇
室
の
鏡
を
巡
る
物
語
《
下
巻
》
』
（
二
〇
一
九
年
）
一
粒
書
房
三
八
三
頁
。 

１
１ 

近
藤
典
子
「
『
雨
月
物
語
』
の
当
代
性―
夢
占
と
鎮
宅
霊
符―

」
『
近
世
文
藝
』
九
九
巻
（
二
〇
一
四
年
）
五
九
頁
・
六
九
頁
。 

１
２ 

下
地
ロ
ー
レ
ン
ス
吉
孝
は
「
イ
ン
タ
ー
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
と
は
、
交
差
す
る
権
力
関
係
が
、
様
々
な
社
会
に
ま
た
が
る
社
会
的
関
係
や
個
人
の
日
常
的
経
験
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を

及
ぼ
す
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
概
念
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
石
田
真
衣
／
下
地
ロ
ー
レ
ン
ス
吉
孝
「
イ
ン
タ
ー
セ
ク
シ
ョ
ナ
ル
な
「
ノ
イ
ズ
」
を
鳴
ら
す
た
め
に
」『
イ
ン
タ
ー

セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ 

複
雑
な
〈
生
〉
の
現
実
を
と
ら
え
る
思
想
』
『
現
代
思
想
』
青
土
社
（
二
〇
二
二
年
）
九
頁
。 

 

＊ 

上
田
秋
成
「
吉
備
津
の
釜
」
の
原
文
は
、
高
田
衛
／
稲
田
篤
信
校
注
『
雨
月
物
語
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
（
一
九
九
七
年
）
に
拠
っ
た
。 

 

参
考
文
献 

（
１
）
藤
井
駿
『
岡
山
文
庫
５
２ 

吉
備
津
神
社
』
日
本
文
教
出
版
（
一
九
七
三
年
） 

（
２
）
市
川
俊
介
『
岡
山
文
庫
２
２
３ 

お
か
や
ま
の
桃
太
郎
』
日
本
文
教
出
版
（
二
〇
〇
五
年
） 

（
３
）
中
山
薫
『
岡
山
文
庫
２
８
４ 

温
羅
伝
説―

資
料
を
読
み
解
く
』
日
本
文
教
出
版(

二
〇
一
三
年)

 

（
４
）
関
裕
二
『
古
代
史
で
読
み
解
く 

桃
太
郎
伝
説
の
謎
』
祥
伝
社
黄
金
文
庫
（
二
〇
一
四
年
） 

（
５
）
柳
田
国
男
『
桃
太
郎
の
誕
生
』
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
（
一
九
七
二
年
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